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マルチメディアエ リアの利用状況

畑野 繭子*

は じめに

中央図書館マルチメディアエ リアは、新図書館がオープン した2001年

3月16日 に運用 を開始 しま した。本学図書館 として今までになかった全 く

新 しいエ リアとしてスター トしたため、エ リアオープン当初か ら予想 をし

ていなかった問題が次々 と生 じてきま した。 しか し、課題 は山積 している

ものの、現在はよ うや く落ち着 いた状況になってきま した。

そこで、オープンから現在までの約10カ 月間にお ける、エ リアの利用

状況と運用上の問題点について報告 をしたい と思います。なお、本稿が本

学図書館 として今後マルチメディアエ リアをどの ような方向で運用 してい

くのか、検証する材料 となれば幸いです。

1マ ルチメディアエ リア設置までの経緯

マル チメディアエ リアの設 置構想 は、今か ら14年 前の1988年 に、本

学図書館が新図書館構想 として提言 した 「U-PLAN21」 に遡 ります。U-

PLAN21と は①Urbanity=都 市型、②Uniqueness=特 色ある資料 と活動、

③Universality=多 面的なサー ビスの3つ を基本方針 としていま した。その

中で③ 「Universality」は 『情報化時代を迎え、世界的なネ ッ ト・ワー ク

を駆使 して、 「多面的」なサー ビスを行 う図書館』 と説明されています。

その後、情報 システム調整委員会の下で 「図書館 コンサル分科会」が設

置 され、エ リアの具体的な内容が検討 されま した。現在は 『WWW対 応

寧はたの・まゆこ/総合サービス課
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のパ ソコンを起 き、利用者が 自由に図書以外の媒体に記録 された学術情報

にアクセスできる環境を整ったエ リア』 として運用 されています。

2マ ルチメディアエリアの設備概要

情報検索用パ ソ:コン(41台)

インターネ ットや ワープ ロ ・表計算 ソフ ト等のOAソ フ トが 自由に利用

できます。 ただ し、イ ンターネ ッ トに接続す るには、明治大学総合情報

ネ ッ トワーク(以 下、「MIND」)が 行 うインターネ ッ ト講習会の受講が必

要です。

パ ソコンには利用認証のカー ド読み取 り装置が付 いていて、学生証 ・教

職員証 ・ライブラ リーカー ドによる認証を行 っています。利用者 は手続 き

をせず、 自由にパ ソコンを利用することが出来ます。ただ し、満席時は順

番待 ちとな ります。

スキャナ ・グラフィックス用パソコン(2台)

大型 フラットベッ ドスキャナ と大容量ハー ドディスクを装備 しています。

FDの ほか、MOとDVD-RAMが 使 えます。情報検索用パソコンに入って

いるソフ トに加えて、画像処理 ソフ ト(PhotoshopLE)と 文字認識 ソフ

ト(読 んde!!コ コforEPSON,MY-QREADER)が 入ってお り、デジタ

ル コンテ ンツの作成 ・加工 ・保存が可能です。

パ ソコンには利用認証のためのカー ド読み取 り装置が付いていて、学生

証 ・教職員証 ・ライブラリーカー ドによる認証 を行っています。インター

ネ ッ トには接続 していません。

CD-ROM検 索用パ ソコン(8台)

図書館所蔵 の学術CD-ROM資 料が利用できます。パ ソコンには利用認

証のためのカー ド読み取 り装置が付いていて、CD-ROM専 用カー ドのみ

を認証 します。利用する場合はカウンターで手続きを します。

なお、サーバに搭:載しているCD-ROMに は、他地区図書館か ら利用が

可能な ものもあ ります。
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貸出用 ノー トパソコン(28台)

内容は情報検索用パ ソコンとほぼ同様ですが乱印刷及び図書館外への持

出 しは出来ません。また、ネ ッ トワークに接続する場合は、MINDモ バイ

ルアカウン ト(情 報 コンセン トを不特定多数 の人間が利用できないよ,うに

設けているアカウン ト。自宅など大学外から電話回線でMINDに 接続する

(PPP接 続)時 にも使用。)が 必要 とな ります。

ノー トパ ソコン本体 と一緒 に、マ ウス、電源パ ック、LANケ ーブル を貸

し出 しています。利用する場合はカ ウンターで手続 きを します。

ネ ッ トワークプリンタ(6台)

マルチメデ ィアエ リア内のコン ピュータ51台 が、ネ ッ トワークプ リン

タ6台 につながっています。プ リンタ1台 につき、750枚 を給紙できます。

印刷は出力及び用紙 ともに、現在 は無料です。

情報 コンセン ト(30ロ)

貸出用 ノー トパ ソコンや利用者所有'のノー トパ ソコンで、ネ ットワー ク

に接続す る時に使用 します。ネ ットワー クに接続する場合には、MINDモ

バイルアカウン トが必要です。

情報 コンセ ン トは、マルチメデ ィア午 リア内に30口 、中央図書館全体

では639口 が敷設 されています。

オーデ ィオ ビジュアル機器(8セ ッ ト)

テ レビ ・ビデオ ・CD・DVDの 視聴ができます。図書館 では視聴覚系 ソ

フ トの所蔵 が少ないので、 このコーナーでは利 用者 によるソフ トの持 ち

込みを認 めています。利用者は手続 きをせず、自由に利用す ることが出来

ます。

また、本学では視聴覚センターが図書館 とは別組織 で存在す るので、語

学 ・授業関連の教材 ・映画等の視聴 を希望する利用者については、 ソフ ト

を豊富に所蔵 している視聴覚センターAVラ イブラ リーを案内しています。

一38一



共同視聴コーナー(1セ ッ ト)

大型プラズマディスプ レイでテ レビ ・ビデオ ・DVDの 視聴ができます。

なお、ヘ ッ ドフォンはワイヤ レスヘ ッ ドフォン(4個)を 使 用 します。利

用する場合 はカ ウンターで手続きをします。

3マ ルチメディアエ リアの運用概要

エ リア オー プン時 間(通 常)

平 日8:45～26:30

土 曜 日8:45～18:30

日曜 日 ク ロー ズ

カ ウ ンター 人員 体制(全6名)

1部 職 員1名(8:30～16:30)

嘱 託 職 員2名(8:30～16:00)

2部 職 員1名(15:00～21:00)

嘱 託 職 員2名(15:30～21:00)

カウンター受付業務(3種 類)

CD-ROM利 用受付

貸 出用ノー トパ ソコン利用受付

共 同視聴 コーナー利用受付

電源管理

電源管理キッ トを使用 して、コンピュータ51台 の電源 を自動ON・OFF

しています。

印刷 管理

PolicePrinterと い う、ネ ッ トワー クプ リンタ を1つ の ウィン ドウで管理 ・

監視 で き るフ リー ソフ トを使 用 してい ます 。こ の ソフ トの機 能 に よ り情 報
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検索用パ ソコンは、印刷処理枚数は1回3ペ ージまで、複数部数の印刷は

出力 されない、 とい う設定に しています。

ハー ドディスクデータ保護

情報検索用パ ソコンとCD-ROM検 索用パ ソコンには、ハー ドデ ィスク

データ保護装置のHDDKEPPERが 入っています。利用者に よりパ ソコ

ンの内容が変更 されても、電源 を切 って再度入れなおせ ば、元の状態 に戻

るようになっています。

4実 際の利用動向

情報検索用パ ソコン

平 日は午前10時 頃か ら午後8時 頃まで、ほぼ全41台 が満席 状態で待 ち

行列が出来ています。一 日の延べ利用者数 が1000人 を超 えることもあ り

ます。

利用者 の主な利 用 目的は次のようなものです。

・ ワープ ロ ・表計算 ソフ トを使用 した レポー トや宿題の作成

●就職活動のためのホームペー ジ検索

・文書やホームページの印刷(印 刷機 としての利用)

●単なる暇つぶ し、娯楽のインターネ ッ トサー フィン

「ネ ッ トワー クを利用 して情報の探索 を行 う」 とい う、図書館 が当初想定

していた利用 は少 ないのが現状です。

CD-ROM検 索用パ ソコン

CD-ROM検 索用パ ソコンは、他の利用がで きない設定のため、情報検

索用パ ソコンのよ うな想定外の利用はあ りません。利用者は増加傾向です

が、8台 が満席になることはほ とん どあ りません。

2001年 度は4月 から12月 までの利用数の合計が3,561件 、一 日の平均利

用数は17.2件 で した。2000年 度の利用総数が3,417件 だったので、利用数
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は前年 度 を既 に超 えて い ます。 た だ し、端 末台 数 は現在 の8台 に対 し、前

年 度 は3台 で した。

利 用数 の 多い タイ トル は 以下 の通 りです。

和 資料 が 『雑 誌記 事 索 引』、『法 律 判例 文 献情 報』、『リー ガル ベ ー ス』、

『日本 経済 新 聞』、『朝 日新 聞全 文記 事 情報 』、『有 価証 券報 告 書』、『会社 要

覧』、『明 治 の読売 新 聞』 な ど。

洋 資 料 が 『SocialScienceCitationIndex(SSCI)』 、 『Danceondisc

』、 『NewspaperAbstracts』 、 『Biographyindex』 、 『MLAinternational

bibliography』 、『IndexesofBritishParliamen七aryPapers(BPP)』 な ど。

4月 5月 6月 7,月 8月 9月 10月 11,月 12月

利用数 280 470 525 452 161 316 505 437 415

一 日平均 12.2 20.4 21.0 16.1 9.4 15.0 20.2 19.8 20.8

2001年 度 中央図書館CD-ROM利 用統計

貸 出 用 ノ ー トパ ソ コ ン

2001年6月25日 か ら運用 を開始 しま したが、利用数は激増 していて一

日の延べ利用数が100台 を超えることもあります。利用 目的は情報検索用

パ ソコンとほぼ同様ですが、プ リンターに接続 していないため、印刷機的

利用はあ りません。ノー トパ ソコンか らのネ ッ トワー ク利用には、MIND

モバイルアカ ウン トが必要なた め、ノー トパ ソコンの利用増加 に比例 し

て、モバイルアカ ウン トの申請数 も増加 しています。

2001年 度は6月 から12月 までの利用数の合計が5,402件 、一 日の平均利

用数 は34.6件 で した。 なお、28台 全台が貸切状態になることも頻繁 に生

じていてます。

6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月

利用数 16 150 148 650 1388 1486 1564

一 日平均
3.2 7.5 8.2 30.9 55.5 67.5 78.2

2001年 度 貸出用 ノー トパ ソコンの利用統計
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ス キ ャ ナ ・グ ラ フ ィッ ク ス 用 パ ソコ ン

利用は少 しつつ増加傾向にあ ります。画像のスキャンニングのほかに、

文字認識 ソフ トを入れているので、最近ではそちらの利用 も目立ってきて

います。

このパ ソコンはワープロ・表計算ソフ ト等 も含んでいるため、スキャナ・グ

ラフィックス利用者がす ぐに利用出来ない場合 も増えてきました。そのため

現在 は 「スキャナ ・グラッフィックス専用パ ソコン」として運用 しています。

外 部 デ ー タ ベ ー ス

図 書館 は今 年 度 か ら本 学 の構 成 員(学 生 お よび 専 任 教職 員)に 、外 部

デ ー タベ ー ス利 用 サ ー ビス の提 供 を始 め ま した。 現 在提 供 して い る外 部

デ ー タベ ー ス は以 下の7種 類 で す。 『MAGAZINEPLUS』 、 『DNA(朝 日

新 聞記事 デー タベー ス)』、『日経 テ レコ ン21』 、『LEXIS-NEXISAcademic

Universe』 、 『lexis.com』 、 『OCLCFirstSearch』 、 『DialogSelect』 。 利 用

頻度 も 日経 テ レコン21を 中 心 に、高 い もの となっ て います。

5マ ルチメディアエ リアか らの情報発信

パ ンフレッ トの作成

パ ンフ レッ トはマルチメデ ィアエ リアに関連す る 「マルチメディアエ リ

ア利用案内」、 「外 部データベースの ご案 内 ・外部データベースの接続方

法」、 「雑誌論文の調べ方(国 内)」、「雑誌論文の調べ方(海 外)」、 「新 聞

記事 の調べ方(朝 日)」、「新聞記事の調べ方(日 経)」 の6種 類 を作成 し

ていて、今後 も種類 を増や していく予定です。 なお 、パ ンフレッ トは図書

館ホームページに掲載 してあるものを、そのまま印刷 して使用 しています。

ホ ー ム ペー ジの 作成

図 書館 ホー ムペ ー ジの コ ンテ ンツの 一つ 「デ ィジ タル情 報源 」

(http://www.lib.m的i.ac.jF/dg」nfo/index.html)に エ リアの ス タ ッフ で

作成 したホー ムペ ー ジを掲載 して い ます。 次 の よ うな メニ ュー を設 けてい

て、 今 後 も拡 大 して い く予 定で す。 「News」 、 「図書 館 情報 ネ ッ トワー ク
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施 設の使 い方 」、 「情 報探 索 ガ イ ド」、 「外 部デ ー タベ ー ス」、 「オ ン ライ ン

ジャーナ ル」、 「学術CD-ROM資 料 」、 「イ ン ターネ ッ ト上の 情報 源 リンク

集 」、 「各 種マ ニ ュアル集 」、rFAQ(よ く あ る質 問集)」。

6・ 運用上の問題点

6.1機 器 の 不足

情報検索用パ ソコンの利 用動 向で も述べた とお り、図書館 がマルチメ

デ ィアエ リアを設置 した 目的とは明 らかに異なる利用 目的で、エ リアを訪

れ る利用者が大勢います。

このため、情報検索用パ ソコンは開室時間中ほぼ満席状態が続 き、貸

出用ノー トパ ソコンについても、貸切状態が頻繁に生 じています。平 日は

授業の終 了と開始に連動 して待ち行列ができ、多い時は20名 近 くにな り

ます。学生数に対 して、学内の情報関連設備の絶対数が不足 していること

が、大きな原因の一つ となっています。

明治大学にお ける情報関連設備の ある施設は、駿河台キャンパスの場

合、図書館マルチメディアエ リア(情 報検索用パ ソコン41台 、貸出用 ノー

トパ ソコン28台)、 情報科学センター実習室(106台)、 就職課パ ソコン

コーナー(パ ソコン17台 、ノー トパ ソコン8台)の3施 設で、端末数の合

計は200台 です。また、大学が 「Oh-o!Meiji」.(情 報システムを利用す る

ための教育 ・研究 コンテンツ構築プ ロジェク ト)の ため貸与 しているノー

トパ ソコンが、3キ ャンパスで約1,500台 あ ります。 このよ うな端末台数

に対 し、駿河台キャンパスの学生数は約17,000人 です。パ ソコン所有率が

格段 に上がらない限 り、絶対数の不足は解 消されないで しょう。

6.2機 器 ・ソ フ トウ ェ ア 障 害

本来であれば、個人的に使用するパ ソコンを不特定多数の利用者 が使用

す るためか、情報検索用パ ソコン、貸出用ノー トパ ソコンともにブルース

ク リー ン、ハ ングア ップが非常に多 く、またハー ドウェアそのものの故障

も多い状況です。これ らへの対応業務は利用者 との摩擦が生 じやす くまた
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多大な時間を要す るため、業務上の大 きな負荷 となっています。

また、貸出用ノー トパソコンについては以下のよ うに、物理的な障害が

頻発 しています(件 数は2001年9月 末か ら12月 まで)。一
ノー トパ ソコン本体のマ ウスコネクタ部分の破損及び陥没 13件

ノー トパ ソコン本体のケーブル コネ クタ部分の破損 4件

マ ウスのコネクタ部分の破損 9件

LANケ ーブルの破損及び断線 45件

電源パ ックの断線 2件

2001年 度 貸出用 ノー トパ ソコン障害統計

6.3パ ソ コンの設 定変更

マル チメデ ィアエ リアのコンピュータは、メンテナンスを考慮 し、 さま

ざまな制限をかけて運用をしています。 しか し、不具合を感 じる利用者が

多い場合 は、 ソフ トの追加や 削除等の設定変更 をその都度行 っています。

情報検索用パソコンについては、GraceMailの ショー トカット作成、Print-

Coodinatorの 削除、簡体字 中国語 ・繁体字中国語 ・ハングルのフォン トの

ダ ウンロー ド、カー ドリーダープ ログラムの変更、オー トコンプ リー ト設

定の変 更等を今までに行ってきま した。

6.4カ ー ド認 証

オープン当初に最大の運用支障 となったのが、カー ドの認証不良で し

た。なかなか原因が特定できずに苦労 しま したが、よ うや く 「学生証の裏

面に貼 る学割定期券のシールが、磁気の近 くに貼ってある場合に、認証 し

ない」 とい うことが分かりま した。現在で も1日 に3、4人 が 「エラーにな

る」 とい うことでカ ウンターにや って来ます。

この問題 は、今後 も毎年 シール を貼 りかえるたびに起 こることなので、

学部事務室にシールの貼 り位置を指導するよ う働 きかけを行いま した。

一44一



6.5利 用 時間

① 利用時間の延長

図書館 では 「投書箱」を設 けて利用者の声を聞くよ うに努めています

が、その投書の 中に、マル チメデ ィアエ リアの利用時間延長の要望が多

く寄せ られています。このため、9月 か らオープン時間を15分 早めま した

が、閉鎖時間については、担 当要員の確保、閉塞後の後処理業務等の問題

があ り、現状は平 日20時30分 クローズ となっています。

しか し、現在の利用状況を考えると、時間延長や 日曜 日のオープ ンを検

討 していく必要があると思います。

②時間制限

現在はパ ソコンの利用に時間制限を設けていません。 しか し、ほぼ常時

満席状態 の情報検索用パ ソコンについては、ぜひ時間制限を行いたいと考

えています。 しか し、次のような理 由で実現できていません。

(i)エ リアの構造

時間制限を行 う場合、利用の開始時間を把握す るため、受付を行 う必要

があ ります。 しか し、「利用者は受付等を行わず、自由に利用が出来る」と

い うコンセプ トでエ リアが設計 されているため、エ リアには仕切 りとい う

ものがあ りません。カ ウンターはエ リアの中心部にあ り、受付に適 した場

所ではありませ ん。

あえてカ ウンターに受付を設置 したとしても、プ リンタが情報検索用パ

ソコンエ リアの奥にあるため、CD-ROM検 索用パ ソコンや スキャナ ・グ

ラフィソクス用パ ソコンの利用者が、受付を通ってプリンタに印刷物を取

りに行きます。そのほか、友人を探 しに来た学生などがエ リア内に頻繁 に

入って来るので、事実上受付を行 うのは困難です。

(ii)現 状システム

では、システム的に対応が出来ないだろうか、とも考えま したが、自由

な利用を想定 していたこのエ リアには、もともと時間制限用のシステムは

あ りません。例えカー ドリーダープログラムを変更 して、利用開始後一定

時間が経過す ると、カー ド読み取 り装置か ら身分証が強制排 出されて も、

利用者 が再び身分証 を差 し込めば、続 けて利用することが可能です。・

このよ うな理由で、現在時間制限は行っていません。 しか し、就職活動
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の時期 はインターネ ッ ト利用のために、レポー トや卒論の提出時期は ワー

プロ原稿作成のために、席の 占有時間が長 くなる傾 向があ ります。 これが

待 ち行列 の原因の一つ となってお り、今後何 らかの対策が必要 と思います。

6.6プ リンタ利 用

プ リンタの利用 については数多 くの問題があ ります。

① 利用 目的とは異なるデー タの印刷

図書館が当初想定 していた利用 目的とは、全 く関係のないデータの印刷

が多 くを占めています。一例を挙げると、企業のエン トリーシー ト、サー

クルの名簿、飲食店 の割引券、卒業旅行のプラン、提出用 レポー ト、時刻

表の印刷 などさま ざまです。

②印刷用紙の大量消費

利用者の多 さに比例 して、印刷用紙も膨大な量が消費 されています。サー

ビス開始か ら10ケ 月で、約60万 枚の用紙が既 に消費 され ました。多い時

では一 日に約3,000枚 を消費 した 日もあ ります。また、PolicePrinterの 機

能で、実際には印刷 されなかった印刷 ジョブの総枚数 は、約85万 枚 に及

びます。

③実質無制限の臼刷枚数

プ リンタについては.PolicePrinterを 使用 して、印刷枚数制限 と複数部

数印刷制限をかけていますCこ のため、情報検索用パ ソコンは、印刷処理

1回 につき3ペ ージまで しか出力されず、4ペ ージを超 える印刷処理は実行

されません。また、複数部数(2部 以上)を 印刷 しよ うとしても実行 され

ません。

しか し、 「1-3」「4-6」のよ うにページ指定をして出力すれ ば、4ペ ージ

を超 えるファイル も印刷可能 とな り、印刷処理 を複数回行えば、複数部数

の印刷 も可能なので、実質は無制限 と同 じような状況です。

④ 大量の反故紙

PolicePrinterの 機能で大量印刷を防止 していますが、印刷 している利用

者が無意識 に不要 な印刷(要 らないフレーム部分の印刷)を した り、故意

か 自覚せずにか複数部数を大量に印刷す るケースがあります。 このよ うな

不要な印刷物 が多いため、毎 日ほぼ500枚 以上の反故紙 が出ています。
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⑤印刷のみ を目的 とした利用者

レポー ト・ゼ ミの資料 ・卒論等のために、データは 自宅等 で作成 し、印

刷のみを 目的 に、エ リアを訪れる利用者が大勢います。混雑する時期や時

間帯では、待ち行列 が長 くなる原因の一つ となっています。

現在、印刷については出力及び用紙についても無料のため、ミスプ リン

トを しても、複数部数 印刷 を して も利用者の負担は全 くあ りません。無

料 とい うことが、 「印刷用紙の大量消費」、 「複数部数印刷 」、「大量の反故

紙」、「印刷 のみを目的 とした利用者」等 の問題の大きな原因と考 えられま

す。これ らを解決するために も、印刷 について何 らかの方法で課金を行 う

ことを検討 をする段階にきていると思います。

6.7外 部 デ ー タベ ー ス

外部データベースの利用は、現在全て無料です。 しか し、各データベー

スの利用統計 を見 ると、一部の利用者が情報を大量に(多 額 に)閲 覧 して

い るのではないか、 と思われるケースがあ ります。

利用者 には無料ですが、実際には図書館が多額の契約金を支払 って運用

しているサー ビスです。特に使用量に比例 して高額 となる、従量制のデー

タベースの場合 には次年度の契約金 として跳ね返 ってきます。

利用者が料金を意識せずにデー タベースを利用できることは、とても有

意義なことではあ りますが、無料 とい うことが印刷用紙 と同様、過剰な利

用に結びついているのではないか と思います。 「情報=有 料」 とい う意識

が希薄な時代ですが、定額制データベースは ともか く、従量制の場合には

課金を行 うことも今後は考 えていくべ きではないか と思います。

6.8ガ イ ダ ン ス

2001年 度は春 を中心に 「CD-ROM・ 外部データベース ガイダンス」を

行い、フ リーガイダンス、ゼ ミガイダンス合わせて延べ113名 の参加があ

りま した。ガイダンスを実施 した結果、大きな問題 となったのが、ガイダ

ンスを行 う環境で した。

CD-ROMに ついては前年度よ りも端末台数が増 え、混雑す る時間で も
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利用者の妨げにならず、ガイダ ンス用のパ ソコンを確保す ることができ、

あま り問題はあ りませんで した。

一方、外部データベースについては、「MINDイ ンターネ ッ ト講習会 を

受講 していること〕、 「共通認証 システ ムのIDと パスワー ドを確認 してい

ること」の2つ の条件があったため、ガイダンスに参加 しても外部デー タ

ベースに接続が出来ない、とい うケースが多 くあ りま した。また、デー タ

ベースによってはログイン数 に限 りがあ るため、同 じ参加者 でも接続でき

る人 とできない人が生 じた りしま した。

ガイダ ンスは情報検索用パソコンで行いま したが、満席であることが多

く不適 当で した。そこで、地下1階 にある多 目的ホール を会場 として想 定

しま したが、ホールには、備 え付 けのパ ソコンがないためノー トパ ソコン

の利用 とな ります。 しか し、ノー トパソコンか らネ ットワー クに接続する

場合 には、モバイルアカウン トが必要 とな り、ガイダンス前にその取得 を

ガイ ドす るのは非常に困難です。適 当なガイ ダンス環境の整備は、今後 の

大きな課題 の一つです。

6.9担 当職 員 ・嘱 託の スキ ル養 成

コンピュー タやネ ッ トワーク利用に関するサポー トが多いため、従来の

CD-ROM利 用サポー トに加えて、情報機器関連の知識が必要 となります。

また、学内のネッ トワークの仕組み及び運用について も、利用者か らの質

問が多 くあります。そこで、必要に応 じて短時間の研修時間 とテーマを定

め、嘱託職員も含めてスキルの恒常 に努 めています。

利用者 から多い質問は次のよ うなものです。

・ ワープ ロ ・表計算 ソフ ト操作方法

●スキャナ ・文字認識 ソフ ト操作方法

・MINDイ ンターネ ッ ト講習会

●MINDモ バイル アカウン ト

●GraceMail(学 内 用メー ル ソフ ト)
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・Oh-o!Meiji(情 報システムを利用するための教育 ・研究コンテンツ

構築プ ロジェク ト)

・利用者所有のパ ソコンによる情報 コンセ ン トか らのネ ッ トワー ク接

続方法

・ 自宅など大学外から電話回線でMINDに 接続(PPP接 続)す る方法

●印刷方法

また、マルチメデ ィアエ リアのサー ビスは図書館外の部署 との関わ りが

多いので、利用者 に適切なガイ ドをす るためにも他部署 との密接な連携が

必要 とな ります。ただ し、そのサー ビスについての責任部署が利用者には

分か りづ らく、正確にガイ ドする必要があ ります。

各サー ビス とその責任部署は次の通 りです。「インターネ ット講習会 ・モ

バイルアカ ウン ト」→MIND運 用部会。 「GraceMail関 係 ・モバイルアカ

ウン トのパスワー ド」→教育研究 システム課。 「共通認証 システムのパス

ワー ド」→所属学部事務室(教 員 ・学生)、 事務 システム管理課(職 員)。

おわ りに

マルチメデ ィアエ リアは常時大盛況です。 しか し、図書館 として当初想

定 していた利用をされていないのが実状です。 どのようにすれば図書館側

の想定 した利用 目的に近 い形で利用 をしてもらえるで しょうか?

エ リアは実質的には利用 目的を設 けず にスター トしま した。 そのため、

今後何 らかの制限をかけていくことは、利用者に改悪 ととられる可能性が

非常に高いと思 います。

しか し、オープンか ら10ケ 月間に生 じた問題の多 くが、当初想定 した

目的外のエ リア利用によるもので した。来年度には和泉図書館 ・生 田図書

館 も、マルチメディアエ リア と同様の施設がオープン します。現在の利用

状況を前提に、本学図書館 としてマルチメデ ィアエ リアの位置づ けを再度

検証す る必要がある と思います。

一49一



参考文献(全 て学内刊行物)

・ 『図書館の将来構想に関する提言:機 能 ・サー ビスの向上 と新図書

館の建設:U-PLAN21』 明治大学図書館,1988

・ 『マルチメデ ィア計画WG報 告書』図書館施設総合プロジェク トマ

ルチ メデ ィア計画WG,1997.3

・ 『図書館 コンサル報告書』図書館コンサル分科会,1998.11

・ 『新図書館総合検討委員会報告:最 終報告書』 明治大学図書館事務

部新図書館総合検討委員会,2001.3

一50一


